
総合臨床検査学演習II

[演習]　第4学年　前期　必修　1単位

《担当者名》◯山崎智拡、松尾淳司、幸村近、田中真樹、遠藤輝夫、吉田繁、丸川活司、坊垣暁之、小野誠司、近藤啓、江本美

穂、髙橋祐輔、髙橋祐司、沖野久美子、藏満保宏、白鳥亜矢子、鈴木喜一

【概　要】

学内での講義や実習で得た知識と技術、臨床実習の経験を元に、臨床検査技師に関する全分野について基礎と臨床を結びつけな

がら知識を応用し、臨床検査技師としての応用力を身につける。本講義では１）医用工学概論、情報科学概論、検査機器総論、

２）公衆衛生学、関係法規、医学概論、３）臨床検査医学総論、臨床医学総論、４）臨床検査総論、検査管理総論、医動物学、

５）病理組織細胞学、解剖学、病理学、６）臨床生理学、生理学、７）臨床化学、生化学、RI技術学、８）臨床血液学、９）臨

床微生物学、微生物学、１０）臨床免疫学、１１）臨地実習の振返り・疑問について総合的に学習する。学科の全教員が担当す

る。

【ディプロマポリシーとの関連性】

（DP2）臨床検査に必要な知識と技術を習得し、先進・高度化する医療に対応できる実践能力を身につけている。

（DP4）臨床検査のスペシャリストとして、進歩や変化に常に関心を持ち、生涯にわたり自己研鑽する姿勢を身につけている。

（DP6）臨床検査学領域における様々な問題や研究課題に対し、解決に向けた情報の適切な分析、科学的思考と的確な判断ができ

る能力を身につけている。


